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服装におけるイメージとデザインとの関連について　（第２報）

　－イメージによる分類とそのデザイン的特徴－

松坂女短大　川本栄子　渡辺澄子　上島雅子　近畿大豊岡短大　○黒田喜久枝

聖母女学院短大　中沢乃智子　愛知女短大　奥田聴子　奈良女大家政　中川早苗

被　服　125

　目的　私達か日常着装する衣服には、非常にスポーティなものやドレッシーなもの、大

人っぼいものや子供っぽいものなど、さまざまなイメージによる差異がみられる。本報で

は、このような多種多様なイメージをもつ衣服を、前報の因子分析結果で得られた主要な

因子を基準にして分類し、イメージとデザインとの関連について検討した。

　方法　①前報の因子分析結果で得られた第１因子(カジュアル因子）第２因子（目立ち

因子）への各服装サンプルの因子得点をもとにクラスター分析（aモード法）を行い、全

服装サンブルをイメージ別に分類し、それぞれのクラスター別にデザインの特徴を分析し

て、イメージとデザインとの関連について検討した。②イメージによって分類したクラス

ターを外的基準に、デザイン要素を説明変数として数量化ｎ類による分析を行い、各クラ

スターへの判別に寄与するデザイン要素について検討した。

　結果　クラスター分析の結果、全服装サンプルを大きく４つのクラスターに分類するこ

とかできた。①それぞれのクラスター別にデザインの特徴を分析した結果、下衣の形や組

合わせ、襟の形やデザインディテール、色相や色調などにおいてイメージ別の差異を明ら

かにすることができた。②数量化Ⅱ類による分析結果をもとに各クラスターへの判別に寄

与するデザイン要素について検討した結果、下衣の形やデザインディテール、一色相や色調

であることが膜Lらかになった。
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和服のイメ-ジに関する調査研究

　（第1報）和mのイメ- ジと洋服のイメ-ジとの関連性について･

武庫川女大家政　　○井尻　登喜子　南日　朋子　梅花短大　家本　修

日本の民族的伝統衣服である和服について、成人式以前の女性を対象に、和服の

議や洋服の嗜好を通して、和服のイメ-ジと洋服のイメ-ジとの関連性を明らかに

めに、調査を実施した。

調査対象

調査期間

調査方法

調査内容

短大１年生（6 学科）308名、有効解答者292名、解答率94.8X

1988年10月７日～10月24日

クラス単位による集合調査法

①和服のイメージ　　　１項目　　②和服の着用意識　　2 0項目

③洋服の嗜好性　　　1 0項目　　④性格行動　　　　　　1 5項目

⑤振袖のスライドによるイメ-ジ調査　　　　　　　　　　1 7項目

　結果；　①和服のイメージa、「振袖」など直接和服と結び付けた人が25.7j;あり、「成

人式」などの行事を挙げた人が23.331あった。②和服の着用意識としては、「和服に関心

がある」（76.7J!）、「和服をきている人を見ると目がとまる」（93.531）、「機会があれ

ば和服を着たい」（89.73;）など積極的関心が高いことが伺える。@しかし、ｒ和服を買う

なら洋服を買いたい」（84.3J; ）という人もあり、若い女性にとって和服はあまり身近な

ものとはいい難い面も伺える。Rこれら和服の着用意識と洋服の嗜好性の関係をみると、

派手な着物が好きと答えた人のうち洋服の好みも派手であると答えた人が54,oxあった。

しかし、振袖のスヲイドでみた派手なイメージの着物には好感が持てないと答えた人が多

かった（93.2X）事より、イメージとスライドとの間に違いがあることがわかった。


